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身近な人たちから注がれる温かい思い

家族をはじめとした身近な人たちから注がれる温かい思い……それは私
たちが生きていくうえで不可欠な「心の栄養」といえるのではないでしょうか。

１１月の第３日曜日は「家族の日」です。この機会に身近な人たちとの
関係を見つめ直してはいかがでしょうか。１９日（日）前後の１週間【11/12
（日）～11/25（土）】は「家族の週間」とされています。これは、「子どもを育
み、家族を地域社会が支えることの大切さについて理解を深めてもらうた
め」として、平成１９年に政府【現在はこども家庭庁】が定めたものです。
私たちの日常は、様々な人たちとの「つながり」に支えられています。学校や職場などの仲間とのつなが

りや、隣近所の人たちとのつながりもありますが、最も身近で基本的なつながりといえば、親子や夫婦、兄
弟姉妹など、家庭における「家族のつながり」が挙げられるのではないでしょうか。
多くの人にとって家庭とは、自分が生まれ育った場であり、成長後も「家から学校や職場に出かけてい

く」「家に帰るとホッとする」というように、生活の拠点として、また、心のよりどころとしても大切なもので
す。「大変な仕事も、家族がいるから頑張れる」といった実感をもつ人も少なくないでしょう。

６年生 歴史探訪 「深江城跡」の学習 １１月１０日（金）

６年生は一倉先生により社会科の学習（歴史学習）を進めています。

ＮＨＫの大河ドラマでも戦国時代の様子はよく放映されますが、地元深江

にも戦国時代の様子を伝える史料が残っていることには驚きます。 今回

は、高柳 忠昭 様を講師に「深江城跡」について学習を深めました。あい

にくの雨天でしたので、準備されました写真や資料のプレゼンをもとに、

わかりやすく、しかも興味深く話してくださいました。

①「深江」という名前の由来について

……「深い入り江」の農漁村であったこと。「江、浦、崎…」は漁村が多い。

②島原半島には中世の城塞（城や砦）が４７カ所もあった。

安徳城、浜の城、森岳城、大野城、布津の城（貝崎城）、石田城、有家城、

日野江城 など

③深江城の特徴

小高い丘（深江扇状地の舌状台地）、３つの川（深江川・薬師川・畦津川）、

２つの出丸（本丸の東・西）、土塁（縦の馬場と横馬場【二重の土塁】）

④「深江城の城主」とその歴史……３１９年の歴史

１２６５年 鎌倉幕府より、安富氏が 肥前の国 高木郡東郷深江村の「地頭職」を命じられたのが始まり。

様々な経緯・戦いにより、１５８４年 １２代城主が鹿島へ敗走。（深江安富家に幕が降りる）

⑤今に残る深江城にちなんだ地名

古城（ふるしろ）、城の谷（しろんたん）、縦[立]馬場（たてばば）、横馬場、上横馬場、八龍[立]（はちりゅう）、板首、前田、札の辻（ふだのつじ）

⑥島原城築城に伴い、島原半島の山城から石が運ばれた。（1618年から7年3ヶ月）

学習を終えた子供たちからは、「深江城はどのくらいの年月をかけて造られたのか」など、質問や感想から、

歴史に関心を抱いた印象を受けました。

学校だより 諏訪の森タイムス



芸術の秋 深江町文化祭より

11月３日（金）・４日（土）深江公民館で深江町文化祭が開かれました。文化協会の皆様を中心に多く
の方が関わっていらっしゃいました。町内の保育園・幼稚園・小中学校からも習字や絵画など様々な作品
が展示されていました。その一部を写真で紹介いたします。

赤い羽根共同募金 御協力ありがとうございました。

10月２７日（金）南島原市社会福祉協議会 支所長 吉田 光洋 様に

集まった募金を本校運営委員5名で手渡しました。

「赤い羽根共同募金は、一旦長崎県の共同募金会に集められて集計さ

れ、南島原市で集められた8割は南島原市の福祉に還元されるそうです。

例えば、新入学児童に渡される防犯ブザーなどが小学生にとっては身近な

ものでしょう。 たくさんの御協力をいただきありがとうございました。

５年生 「深江ブループロジェクト」 Part．２ １１月13日（月）

本校では５年生が、第２弾「アマモの種まき」を行いました。６月に始めた取り組みですが、深江ブループロジェクト

（漁協）の皆さんや長崎大学「ISANA」のメンバーの指導をいただき、活動を進めました。

午前中、アマモの発芽が観察できるように、透明な容器を準備していただき、砂と海水を入れ、種を植えました。まさ

に、自分たちの取り組みを身近に観察できるという試みです。また、紙粘土で環境に関するもの、日頃興味を抱いてい

るものなどを作り、アマモの種を埋め込みました。（アマモ団子の完成）

午後は、船津の海岸に行き、いよいよ種まきです。種を植えた「アマモ団子」を海に投げ入れ、確実に発芽するように

ダイバーの方が海底に埋め込まれました。子供たちの願いどおり藻場が成長し、豊かな漁場になってほしいです。

「深江ブループロジェクト 」として「ひまわりテレビ」で放送されます。

11月２２日（木）１０時、１２時、１５時、１９時、２２時、 【１１/２５（土）・２６（日）９時、2１時】


